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〜次世代モビリティ社会実装に関する研究について⾞載部品メーカーと⼤学が連携〜
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浩士、以下：群馬⼤学
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ンイノベーションにより他業種との
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知⾒を得ることで、⾃動運転社会で求められる操作系のあるべき姿を研究し、
す。今後、東洋電装は、専⽤の⾃動運転⾞を⽤意して、
テムの開発、検証を⾏ってまいります。

東洋電装
社会実装・実⽤化を目指し、⾃動運転⾞に必要となる技術要素に関する共同研
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